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場合との現象論的類似性から、離散ソリトン（DS: Discrete Soliton）や離散ブリーザー（DB: Discrete 


























る。一定の加振振幅・周波数の下で、電磁石の電流を操作し、ILMをn = 5 から 





































11.5 mA24.0 mA 24.0 mA
図 1　ILM の例 .
図 2　電磁機械系 .
図 3　ILM の操作実験 .VEXT はアクチュ
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高電圧応用に有利な SiC と言えども、実用化の目処が立っているのは約 1kV 級のデバイスであり、
10kV 超級のデバイスを実現するためには、結晶およびデバイス作製の両面において、課題が山積して
います。少数キャリアの注入を活用するバイポーラデバイスでは、キャリア寿命の増大と制御が重要と
なります。本研究室では、n型 SiC におけるキャリア寿命制限欠陥が、当該分野で Zセンターと呼ばれ
る深い準位（伝導帯底から約 0.6eV の準位）であることを同定し、高温熱酸化を施すことによって、こ













図 1に最も大きな信号強度を示した EPRスペクトルの例を示します。その g値や対称性から、この
信号は炭素空孔（Vc）からの信号であることが分かりました。次に、EPR測定から得られた炭素空孔
のスピン密度とDLTS 測定から得られた Zセンター密度の相関を図 2に示します。ドーピング密度や
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)  (A) 1.8×1016 cm-3
 (B) 3.8×1016 cm-3

























重層力の 3次元マップをナノレベルで測定することに成功しました（図 1（b）, （c））。基板上の表面ミ







図 1（a）FM-AFMの装置構成 .（b）FM-AFMで取得される 2次元周波数シフト（Δf）マップ .（c）（b）
































現も期待される。参考文献：T. Inoue, M. D. Zoysa, T. Asano, 
and S. Noda, “Realization of dynamic thermal emission 




















































































































Phase locked @ 822 nm Measured @ 871 nmGate: 1 s
図 1　光時計（開発中）の周波数比較の構成 . 
下の写真は光周波数コム装置 .

























































































































提案方式の有効性を確認するため、65nm [1] 及び 180nm [2] の CMOSプロセスを用いて試作を行い、
NBTI による劣化を測定した。図 2は 180nmプロセスで試作した LSI チップの写真であり、約 4000 個
の被測定トランジスタと図 1の並列測定を実現するための周辺回路が約 2mm四方の領域に集積されて
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ます（Skibbe, et al., 2014）（図 1A）。
中江研究員は従来よく調べられてきた神経細胞間の結合ではなく、神経細胞と、別の種類の細胞（グ
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method of identifying interactions in neuron-glia systems based on functional multicell Ca2+ imaging. 



































































































































た際の、SMBI 直前（t = 230ms）及び





















































コマンドによって自己伸展し 1.6m tip-to-tip の 3 軸ダイポールアンテナとなります。このような小型プ
ローブであれば宇宙空間に数 10 個単位で放出することができ、科学衛星を遙かに超える多点で宇宙空


































また、学会への貢献として、当研究室では日本電磁波エネルギー応用学会 JEMEA（Japan Society of 
Electromagnetic Wave Energy Applications）等のマテリアル分野の研究者との連携を深めている。
2014 年 7 月には（独）日本学術振興会 電磁波励起反応場第 188 委員会の設立メンバーとして参加し、
マイクロ波化学分野の発展を目指した活動を行っている。
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図 1　現地に設置されたマイクロ波 - 燃焼
ハイブリッド加熱炉 .
図 2　マイクロ波処理後のスレート瓦の顕微鏡写真.
（アスベストが処理され、無害化されている）
